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CLINICAL EXPERIENCE WITH CHYMOTRIPSIN 
AFTER GASTRIC RESECTION 
hy 
T ANZO T AKA y AMA, HIROSHI H1ENUKI, KAZUO FUJINO, 
MASAMI S孔TO, AKIRA UEDA, AKIYA TANEDA 
From the Department of Surgery, S.1ppor<> Medical College 
Chymotripsin wa~ tested for its therapeutic and preventive action against local edema 
after gastric resection. It was injected subcutaneously or intramuscularly in 75・300u. 
dosage. 
Aftヒrtreatment with Chymotripsin in 25 cases, presenting pn川 i九 waterhrash,eructa-
tions, nau~ea and vomitting, the results were good in 22 ca-es 日目1were pcor in 3 cases. 


















r；， その他3例である． そのうち引けはp 術後早期に
吻合部の通過障害すなわち行貯， 噌聡， i堅金＼1 D医ノ京，
F比11＿，胃部膨満等が発現してから治！（，として使用した
もの24例p および下口唇形成術後の腫脹に対して使用
したもの l伊u，計25例（表2）であり p 術I直後から手術
手放上やや狭窄をおこすおそれがあるのではなし、かと
-'l!、われた患者に対し早期から予防の目的で使用したも




手術iをの局所浮種対策としての Kimopsinの ：＇i1'Hについて 19 




、、 区分 i治療的使用 i予防的使用
術 式 、、 例数 例数
一一一
胃切除術 B L 18 19 


















































































































































































鹿野安主 訴 ！投与量 ：効果備考
I 6 I開蹴呑酸 ｜川 Ii+) 
5 : 呑酸・暖気 I zsu×4 I I掛）
6 ! 呑酸 i 25u X 5 i Ift) 
s I 胃部膨満・鴨気 25u×5 I+) 
10 I 胃部膨満・ 不i快感 25u×3 （榊）
7 i 胃部膨満 ・食息不振 25u x 7 ( +) j 
3 I 胃部膨満 ・悩% I zsu×6: ≪t) I 
11 I 育部膨満・幅気 I 25u x 4 < +t) 
8 I 胃部膨満 I zsu×3 J I ft) 
7 I 胃部膨満・呑酸 [ zsu×7 ! I ft) 明言発
5 胃部膨満・ U［~.ス｛ 25u×8 I (+) I胃！別保
2 呑酸・！町主1 25u×4 I C掛） I 
7 殴気 12.5u x8i 1掛 ）
1 I 幅気 I 25u x4 I （柵）｜
5 I 唆気・食思不振 I 25u x 5 I ( ＋十）｜
20 ! 胃部膨満 ・日間 25u x 3 [ （ー｝
6 曜気 z食思不振 25u x3 ! (-1 
8 E霊気 12加×8 ( +tJ 
10 I 胃部膨澗 i 25u×7 i ( +tJ 
5 1狭窄感 ｜山u×81（件 l
JO 胃部膨満 , 25u x8 （＋＋）川
7 胃部膨満・日医気 I 25u x8 ? 1胃洗機
7 R匝気・ E医吐 25u×12 (+t) 
5 胃部膨満 25u x 7 ( +t) 
































































































































































































ち著効6例， tJ':Jl3 f\i~ ， やや効 3 例p 無効 2 仰J，不詳
1例となりp これにつき投与後効果党現までの白書？を
見ると p 1日後2例， 2日後6例p 3日後4何，4日








例p やや尚皮に党現したもの 2例でP 愁訴の発現した
ものも愁訴期間は短＜ I～2日間で他の薬剤または胃
，！＼；縦を併用せずに症状は消退している．文献による


















































































































術式胃切除術 (B. I.) 
手術第6日から呑酸，吸気， E怪気p 胃部膨満感、を訴
えるようになり食後に恒吐するにいたった．ただちに

















































25 ch. u. 3日間投与するも症状軽快せず唱気現われl1
再開腹により Braun吻合部の捻転癒着を確めた．
効果効定：無効














図2 （投与前） 図3 I投与後）
症例 No.19 佐01；、 士 39才 ♀ 度の胃部膨満感，唆気のみとなる． 3日目には暖気消
病名胃癌 失し， i日目には愁訴はまったく消失した.X線検査
術式 胃切除術 CB. l.) では投手前（第4図）と投与後（第5図）ではp 吻合部の
手術第8日から胃部膨満！＜§と恒気を訴えたので， 1 通過状T出土明らかに良好となった．
日1回 25ch. u.筋注．投与2日目で唱気消失し，軽 症例 No.23 山ぐ剛 39才合
図4 I投与前） 図5 （投与後）
病名慢性胃炎 写し内圧変動γ観察すると 1（；：；結成なし呼吸曲線のみ
術式 胃切除術 IB. I.）切除範閲 1/3 描写される（第6図入投与3日間で唱気消失し胃部膨
手術第 6 日から胃部IJE,~ ；，：IJ！＠；，呑酸＇ n匝父， fl.t思不振 ,,:IJ!•&o土料 l:R: した．投与 5 日目はなお ι戦．唆気，食思
を訴え， ft1支少量の恒吐をした．ただちにおmop、in 不振あり， 投与8日目は軽度の食息不振のみとなっ
1日l回25ch. u.筋注開始する．投与翌日l士幅吐はな た．投与8日目（術後13日目）の胃曲線を観察するとp
くなったト，その他の症状には変化なし胃曲線を描 緊張基線8rnrnH日で設大波高7rnrnH耳の低い収縮波を描
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